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国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

研
修
生
が
母
子
島
遊
水
地
を
見
学

と
ち
ぎ
熱
気
球
大
会
開
催

十
二
月
十
日
（
月
）
に
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
の
研
修
生
十
二
名
（
主
に
ア
ジ
ア
地
域
）
が
、
防

災
政
策
の
研
修
の
た
め
小
貝
川
の
母
子
島
遊
水
地

で
、
田
谷
川
水
門
や
越
流
堤
を
見
学
し
、
昭
和
六
十

一
年
八
月
洪
水
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
管
内
で
は
、
十
一
月
に
入
り
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
な
ど
出
水
期
が
終
わ
っ
た
の
を
受

け
て
、
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
お
い
て
河
川
工
事
が

開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

工
事
の
本
格
開
始
を
迎
え
、
安
全
な
工
事
の
施

工
の
た
め
に
、
各
現
場
に
お
い
て
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
六
日
（
月
）
に
は
伊
讃
出
張
所
（
筑
西

市
）
及
び
鎌
庭
出
張
所
（
常
総
市
）
管
内
の
鬼
怒
川
の

工
事
現
場
を
、
十
二
月
七
日
（
金
）
に
は
、
真
岡
出
張

所
（
真
岡
市
）
及
び
黒
子
出
張
所
（
筑
西
市
）
管
内
の

小
貝
川
の
工
事
現
場
に
お
い
て
、
安
全
点
検
を
行

い
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
各
工
事
施
工
業
者
、
事
務

所
・
出
張
所
職
員
が
各
現
場
を
点
検
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
で
気
付
い
た
改
善
す
べ
き
点
や
模
範
と

な
る
安
全
対
策
な
ど
意
見
を
出
し
合
い
、
工
事
事

故
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
体
制
の
確
認
や
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
今
後
各
出
張
所
管
内
に

お
い
て
、
毎
月
一
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
、
引
き
続
き
安
全
対
策
に
努
め
、
工
事
を
施
工

し
て
い
き
ま
す
。

工
事
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

―

無
事
故
・
無
災
害
を
目
指
し
ま
す―

十
一
月
十
八
日(

日
）
に
、
小
貝
川
堤
防
近
く
に

る
「
川
の
一
里
塚
」
公
園
（
筑
西
市
川
澄
）
で
、
小
貝

川
･
親
子
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
約
四

十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
パ
ネ
ル
を
使
い
、
こ
の
辺
り

大
昔
は
海
で
あ
っ
た
こ
と
や
過
去
に
堤
防
を
乗

越
え
る
程
の
洪
水
が
あ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
た
め
、
堤
防
を
補
強
し
た
こ
と
等
を
説
明
し
ま

し
た
。

2012.11.18（土木の日）

小貝川・親子ふれあいイベント 土
木
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た

※
土
木
の
日
と
は
‥

土
木
の
２
文
字
を
分
解

す
る
と
、
十
一
と
十
八

に
な
る
こ
と
等
か
ら
、

十
一
月
十
八
日
は
、

「
土
木
の
日
」
と
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

竹馬づくり（竹幼馬）を体験

十
一
月
二
十
一
日
（
水
）
～
十
一
月
二
十
五
日

（
日
）
に
「
２
０
１
２
と
ち
ぎ
熱
気
球
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
が
宇
都
宮
市

鬼
怒
川
河
川
敷
（
道
場
宿
緑
地
）
な
ど
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

熱
気
球
の
競
技
は
、
い
ろ
い
ろ
な
向
き
の
風
を

利
用
し
て
、
空
中
か
ら
投
下
し
た
マ
ー
カ
ー
（
砂
袋
）

と
ゴ
ー
ル
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
中
心
）
と
の
距
離
が
近

い
ほ
ど
高
得
点
が
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

大
き
な
気
球
が
競
っ
て
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
光
景
は

迫
力
満
点
で
し
た
。

ま
た
、
競
技
は
、
風
が
穏
や
か
な
早
朝
と
夕
方
に

行
わ
れ
、
朝
早
く
か
ら
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

大空に舞う色取り取りの熱気球

ま
た
、
黒
子
水
位

観
測
所
で
浮
子
流

量
観
測
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
デ
モ
後
に

各
国
の
洪
水
流
量

観
測
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
と
て
も
寒

か
っ
た
で
す
が
、
研

修
生
の
熱
心
な
態

度
に
心
温
ま
り
ま

し
た
。

田谷川水門で説明を受ける研修生

越流堤を見学

黒子水位観測所

下
館
河
川
事
務
所
石
井
出
張
所
管
内
で
は
、
鬼

怒
川
の
宇
都
宮
市
石
井
町
地
先
で
、
「
石
井
町
護
岸

災
害
復
旧
工
事
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
怒
川
の
中
流
部
で
は
、
昨
年
九
月
の
台
風
１

５
号
に
よ
る
出
水
に
よ
り
、
低
水
護
岸
が
崩
壊
し
、

高
水
敷
が
堤
防
近
く
ま
で
洗
掘
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
本
復
旧
に
向
け
て
、
削
ら
れ
た
高
水
敷

の
幅
を
確
保
し
、
護
岸
を
施
工
し
て
い
ま
す
。

鬼
怒
川
･
小
貝
川
で
河
川
工
事
実
施
中

石
井
護
岸
災
害
復
旧
工
事

河
川
の
工
事
に
あ
た
り
、
堤
防
上
に
あ
る
道
路

の
通
行
止
や
工
事
車
両
の
通
行
な
ど
地
域
や
河
川

を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

出水による護岸被災状況

復旧工事施工状況asimoバルーン

真岡出張所･黒子出張所管内

工事現場の安全パトロール状況

安全確保のため路肩のカラー

コーン上部に設置された保安灯

地
震
発
生
時
の
対
応
に
つ
い

十
二
月
七
日
（
金
）
十
七
時
十
八
分
に
三
陸
沖

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
茨
城
県
沿
岸
に
は

津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

地
震
発
生
直
後
に
お
い
て
情
報
収
集
し
、
下

河
川
事
務
所
管
内
は
震
度
４
以
下
で
あ
る
こ
と

確
認
し
、
注
意
体
制
と
し
翌
日
の
河
川
巡
視
に
併

せ
て
堤
防
点
検
を
行
い
、
堤
防
等
に
異
常
は
な

か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
大
き
な
地
震
の
揺
れ
に
よ
っ
て
は
、

戒
・
非
常
体
制
と
な
り
、
そ
れ
相
当
の
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
余
震
と
見
ら
れ
る
地
震

が
続
い
て
お
り
、
引
き
続
き
警
戒
し
、
万
一
の
場

に
備
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
竹
を
使
っ
た
幼
児

で
も
乗
れ
る
竹
馬
づ
く
り
（
竹

幼
馬
）
を
行
い
、
皆
さ
ん
終
始
笑

顔
で
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・

協
力
し
て
頂
い
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
と
共

に
、
河
川
維
持
管
理
を
進
め
て

行
き
ま
す
。

堤防点検状況 に
あ

貝四り
は
、

乗
り

けま
!

竹馬づくり（竹幼馬）を体験
てをは館

と
を

併警実震
場
合

堤防点検状況


